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▲広報研修を受ける全国の町議会広報誌の一部

※議会へのご意見をお待ちしております。
◆議長へのメール：simegityo@yahoo.co.jp

　

地
域
主
権
が
叫
ば
れ
、
住

民
の
創
意
と
自
発
に
基
づ
く

自
治
が
求
め
ら
れ
る
訳
で
す

が
、
二
元
代
表
制
の
一
方
で

あ
る
議
会
の
あ
り
方
も
益
々

問
わ
れ
ま
す
。

　

昨
年
十
一
月
の
新
聞
記
事

の
中
に
「
近
く
て
遠
い
地
方

議
会
」
と
の
文
言
が
掲
載
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
指
摘

要
因
の
一
つ
に
は
議
会
の
透

明
性
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

私
は
、議
会
改
革
を
掲
げ
、

そ
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
が
、
議
会
を
身
近
に
感

じ
て
頂
く
た
め
に
は
、
議
会

の
広
報
で
あ
る
「
議
会
だ
よ

り
」
を
皆
様
に
読
み
や
す
い

透
明
性
あ
る
も
の
と
す
る
こ

と
も
一
つ
で
す
。

　
「
し
め
議
会
だ
よ
り
」
は
、

全
て
議
員
に
よ
る
手
作
り
の

広
報
誌
で
、一
昨
年
に
続
き
、

昨
年
の
全
国
そ
し
て
県
の
広

報
研
修
で
高
い
評
価
を
頂
き

ま
し
た
。

　

評
価
の
一
部
を
紹
介
し
ま

す
と「
企
画
が
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー

に
富
み
、
住
民
と
も
双
方
通

行
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
あ
る
」「
議
員
の
賛
否
明
示

な
ど
透
明
性
が
高
い
」等
々
。

　

町
民
の
皆
様
か
ら
間
違
い

な
ど
指
摘
も
頂
き
、
反
省
し

な
が
ら
「
ま
ず
読
ん
で
頂
け

る
見
や
す
い
透
明
性
あ
る
広

報
誌
作
り
」
を
編
集
委
員
の

合
言
葉
と
し
て
、
素
人
集
団

で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

温
か
い
ご
理
解
と
ご
支
援

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

 

（
記
・
議
長
・
古
庄
）

南
小
学
校
区

〔
水
鉛
〕

•
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
と
道
路

が
冠
水
し
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

が
無
い
の
で
危
険

•
御
手
水
池
の
水
が
溢
れ
、

崖
が
え
ぐ
ら
れ
５
〜
６
軒
が

流
れ
る
危
険
が
あ
っ
た
。

〔
吉
原
〕

•
田
ん
ぼ
に
雨
水
が
溢
れ
、

格
納
庫
が
浸
水
。

•
井
野
川
・
石
井
手
井
堰
左

岸
10
ｍ
の
崩
壊
。

〔
桜
丘
地
域
〕

•
側
溝
が
小
さ
い
の
で
、
排

水
路
の
桝
が
吹
き
上
る
。

•
御
手
水
池
の
遊
歩
道
冠
水

中
央
小
学
校
区

　

坂
瀬
池
水
路
か
ら
の
越
水

で
被
害
が
大
き
い
。

〔
南
里
三
〕

•
久
保
田
橋
か
ら
日
枝
橋
の

護
岸
崩
壊
で
床
上
15
戸
、
床

下
14
戸
浸
水
。
軽
ト
ラ
ッ
ク

が
流
さ
れ
た
。

〔
王
子
八
幡
〕

•
擁
壁
が
壊
れ
、
庭
の
土
が

道
路
へ
落
下
。

東
小
学
校
区

〔
田
富
〕

•
床
下
20
戸
以
上
の
被
害

•
光
正
寺
古
墳
の
農
水
路
か

ら
溢
れ
冠
水

〔
東
区
〕

•
床
上
19
戸
、
床
下
37
戸
浸

水
。
町
全
体
の
20
〜
30
％
の

被
害
が
出
て
い
る
。

•
桝
が
つ
ま
っ
て
お
り
、
一

帯
が
大
水
に
な
っ
た
。

西
小
学
校
区

〔
南
里
二
〕

•
須
川
か
ら
本
村
へ
水
が
流

れ
、
68
号
線
よ
り
低
い
の
で

冠
水
。
車
の
被
害
多
い
。

〔
別
府
〕

•
須
恵
川
、
南
里
水
路
の
関

係
で
、
田
ん
ぼ
の
水
が
オ
ー

バ
ー
し
、２
軒
被
害
が
で
た
。

〔
別
府
一
〕

•
八
尋
整
形
外
科
病
院
の
東

側
が
県
道
よ
り
低
く
冠
水
。

街
区（
児
童
）公
園
は
濁
流
。

〔
別
府
二
〕

•
亀
山
工
業
団
地
か
ら
排
水

溝
３
本
で
下
方
に
１
本
し
か

な
く
、
30
㎜
／ｈ
の
雨
で
も
冠

水
し
、
毎
回
被
害
が
で
る
。

〔
別
府
三
〕

•
同
友
会
団
地
の
法
面
が
崩

れ
て
い
る

•
亀
山
工
業
団
地
・
同
友
会

団
地
の
配
水
が
公
民
館
に
流

れ
落
ち
る
時
、
木
を
な
ぎ
倒

し
、
マ
ン
ホ
ー
ル
の
蓋
が
水

圧
で
吹
き
飛
ん
だ
。
公
園
に

は
人
が
溺
れ
る
く
ら
い
溜
り
、

下
の
民
家
に
流
入

〔
ア
ネ
シ
ス
〕

•
車
２
台
の
冠
水

「
し
め
議
会
だ
よ
り
」が

全
国
・
県
で
高
い
評
価

議
会
を
身
近
に

   

感
じ
ら
れ
る

　  

広
報
づ
く
り
へ
！

請願 （要望・陳情）・意見書

請 願 者 内　　　　　　　　容 採決結果

戸建て住宅に対する
耐震改修助成制度の
創設を求める

福岡県建設労働組合
執行委員長　下川 一雄
粕屋支部長　長野 俊博

①戸建て住宅の耐震改修工事に対する助成制度の創設

②制度設計にあたっては、部分的な耐震改修等でも
助成が受けられるように、また助成率や助成限度
額は住宅所有者の負担が少なくなるように設定。

賛成少数で
不採択

改正貸金業法の早期
完全施行等を求める

福岡県司法書士会
会　長　　荻林 和則

①改正貸金業法を早期に完全施行すること。
②自治体での多重債務相談体制の整備のため、相談
窓口の拡充を支援。
③個人及び中小事業者向けのセーフティネット貸付
をさらに充実させる。
④ヤミ金融を徹底的に摘発すること。

全員賛成で
採択
国へ意見書
を提出

中小業者の自家労賃
を必要経費として認
めることを求める

粕屋民主商工会
会　長　　田鍋 義正
婦人部長　吉浦 孝子

家族従業者の労働の社会的評価、働き分を正当に認

めるため、所得税法第56条を廃止もしくは改正し、

自家労賃を必要経費として認めるよう求める。

賛成多数で
採択
国へ意見書
を提出

提 出 者 内　　　　　　　　容 採決結果

女性差別撤廃条約選
択議定書の批准を求
める

丸山  議員

女性差別撤廃条約の実効性を高めるため、「個人通
報制度」と「国際連合の女性差別撤廃委員会」の調
査制度を定めた女性差別撤廃条約選択議定書を批准
するよう要請する。

賛成多数で
採択
国へ意見書
を提出

「中小業者の自家労賃の必要経費化」に対する討論！
反対討論　　　　　　　　大西議員

　この第56条の規定は、税金の「個人単位」が原

則となる中において、個人事業者がこの個人単位

を悪用し、故意的にその所得を家族に分散し、税

負担を軽減することを防ぐためのいわば租税回避

防止の観点から設けられたものです。現代のライ

フスタイルの変化・女性の社会進出などから考え

ると、見直しの必要は感じるが、租税回避防止の

観点から廃止については反対とします。

討 

論

　

11
月
25
日　

臨
時
議
会
を

開
催
。

志
免
町
職
員
の
給
与
改
正

　

官
民
の
給
与
格
差
を
調
整

す
る
た
め
、
現
行
の
給
与
を

0.2
％
引
き
下
げ
る
も
の
で
、

調
整
を
本
年
４
月
に
さ
か
の

ぼ
り
行
な
う
も
の
。

　

平
成
21
年
12
月
１
日
か
ら

施
行
。

全
員
賛
成

お詫びと訂正
　議会だより第54号の３ページ下段「平成20年度

特別会計」国民健康保険歳出額を 46億2,500万円

→43億1,008万円、14ページの「第７回臨時議
会」福岡県介護保険広域連合会議員の選挙→福岡
県介護保険広域連合議会議員の選挙に訂正してお
詫びいたします。

請　
　
　
　

願

意  

見  

書

議会議会
あれこれれこれ
議会
あれこれ

臨
時
議
会

水害実態調査と
意見交換会の報告
水害実態調査と
意見交換会の報告

※詳細は町内会に配布している報告書をご覧下さい。
　または議会事務局にお問い合わせ下さい。なお議会
　ホームページにも掲載しています。

▼実施日（９月14日～17日の４日間）
（抜粋）

７月24・26日


